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28 4,000億 万円4,00028億 万円

　平成30年度当初予算は、これまでの庁舎・防災施設等の大規模建設事業がおおむね完成したことから例年ベースの予算
規模に縮小しました。
　こうしたなか、当初予算の編成にあたっては、例年以上に事務事業の見直しや効果の検証を図るとともに、経常的経費
をゼロベースから積み上げる等所要額の削減に努める一方で、暮らしを守り豊かな心と活力を育むための施策、真に優先
すべき政策課題に予算を集中しメリハリのある予算編成としました。なお、主な事業は、「平成30年度の主要事業について」
をご参照してください。　
　今月号では、町民の皆さんに関係の深い一般会計を中心に、当初予算のあらましをお届けします。

総務政策課

　平成30年度の当初予算額は、一般会計・特別会計・企業会計を合わせた
歳出総額で48億9,435万9千円となっており、前年度に比べ25.2％の減額とな
っています。このうち一般会計は28億4,000万円で、前年度に比べ35.3％（15
億5千万円）といずれも大幅な減額となりました。
　国民健康保険などの特別会計予算総額は、18億7,600万円で前年度に比
べ4.7％（9,230万円）の減額となっています。
　水道事業の公営企業会計については、支出総額は1億7,835万9千円で、
前年度に比べ1.6％（288万6千円）の減額となっています。

（単位：千円）
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●歳入合計

◇
一
般
会
計

町
税
を
主
な
収
入
と
し
て
、

道
路
・
公
園
な
ど
の
整
備

や
、
教
育
や
社
会
福
祉
事
業

の
充
実
な
ど
、
町
が
一
年
間

行
っ
て
い
く
基
本
的
な
施
策

の
経
費
を
計
上
し
た
会
計
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
な

ど
の
特
定
事
業
を
行
う
場
合

に
、
経
理
状
況
が
一
目
で
わ

か
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
、

一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
す

る
会
計
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

◇
公
営
企
業
会
計

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
独

立
採
算
性
で
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
と
り
な
が
ら
経
理
す
る

会
計
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

当初予算がきまりました
平成30年度の

各会計予算

区 分 比　較 増減率平成30年度 平成29年度

一 般 会 計

　 合 計 　

国民健康保険
特 別 会 計

後期高齢者
医療特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

農業集落排水
事業特別会計

公共下水道
事業特別会計

介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

（単位：千円）

4,894,359 6,539,545 ▲1,645,186 ▲25.2
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●歳出合計
区 分 比　較 増減率平成30年度 平成29年度

一 般 会 計

　 合 計 　

国民健康保険
特 別 会 計

後期高齢者
医療特別会計

土 地 取 得
特 別 会 計

農業集落排水
事業特別会計

公共下水道
事業特別会計

介 護 保 険
特 別 会 計

小 計
（特別会計）

水道事業会計
（公営企業会計）

一 般 会 計 予 算

特 集
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■使用料および手数料
 1.2%
■財産収入 0.5%
■寄附金 0.2%
■繰入金 3.2%
■繰越金 1.1%
■諸収入 2.3%

■分担金および負担金
 1.3%

■地方特例交付金 0.1%
■自動車取得税交付金 0.4%
■地方消費税交付金 4.1%
■株式等譲渡所得割交付金
 0.2%
■配当割交付金 0.2%
■利子割交付金 0.0%
■地方譲与税 1.4%

■交通安全対策特別交付金
 0.0%

43.3%56.7%

■町税
　33.5%
■町税
　33.5%

■地方交付金
30.3%

■地方交付金
30.3%

■国庫支出金
7.8%

■国庫支出金
7.8%

■町債
　7.5%
■町債
　7.5%

■県支出金
4.7%

◇
町
　
税

町
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
な
ど
の
普
通
税

と
、
入
湯
税
な
ど
の
目
的
税

の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
地
方
交
付
税

国
が
市
町
村
の
財
政
状
況
に

応
じ
て
交
付
す
る
お
金
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
地
方
交
付

税
に
は
、
普
通
交
付
税
と
特

別
交
付
税
が
あ
り
ま
す
。

◇
繰
入
金

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
各

種
基
金
な
ど
か
ら
受
け
入
れ

る
お
金
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

◇
国
庫（
県
）支
出
金

国（
県
）が
認
め
た
事
業
に
対

し
市
町
村
に
交
付
さ
れ
る
お

金
（
負
担
金
・
補
助
金
・
委

託
金
な
ど
）
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。

◇
町
　
債

建
設
事
業
な
ど
、
将
来
の
町

民
に
も
建
設
費
用
な
ど
を
負

担
し
て
も
ら
っ
た
方
が
公
平

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
事
業

な
ど
の
資
金
調
達
の
た
め
に

借
り
入
れ
る
お
金
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

◇
自
主
財
源

地
方
公
共
団
体
が
自
主
的
に

収
入
し
う
る
財
源
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

◇
依
存
財
源

国
・
県
の
意
思
に
よ
り
定
め

ら
れ
た
額
を
交
付
さ
れ
た

り
、
割
り
当
て
ら
れ
た
り
す

る
収
入
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。

一般会計歳入予算の構成割合一般会計歳入予算の状況
（単位：千円）

（単位：千円）

町税の構成

自
　
主
　
財
　
源

依
　
　
存
　
　
財
　
　
源

町　民　税

固定資産税

軽自動車税

た ば こ 税

入　湯　税

合　　計

410,580

496,662

17,776

27,000

550

952,568

歳 入 内 訳 構成割合

町税

分担金および負担金

使用料および手数料

財産収入

寄附金

繰入金

繰越金

諸収入

小　　計

地方譲与税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地方交付税

交通安全対策特別交付金

国庫支出金

県支出金

町債

小　　計

合 計

952,568
37,877
35,165
15,250

5,001
91,031
30,000
64,253

1,231,145
38,601

1,500
5,500
4,500

115,400
10,200

2,700
860,000

830
222,646
133,778
213,200

1,608,855

33.5
1.3
1.2
0.5
0.2
3.2
1.1
2.3

43.3
1.4
0.0
0.2
0.2
4.1
0.4
0.1

30.3
0.0
7.8
4.7
7.5

56.7

2,840,000 100.0

特集 平成30年度の当初予算がきまりました
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義任 務

意
的

的

経

経

費

費

◇
扶
助
費

社
会
保
障
制
度
の
一
環
と
し

て
、
生
活
を
維
持
す
る
た
め

支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

（
生
活
扶
助
・
教
育
扶
助
・

医
療
扶
助
・
住
宅
扶
助
な
ど
）

◇
物
件
費

地
方
公
共
団
体
が
支
出
す
る

消
費
的
性
質
の
経
費
（
人
件

費
・
維
持
補
修
費
・
扶
助
費
を

除
く
）の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
補
助
費

負
担
金
・
補
助
金
・
交
付
金

が
主
な
も
の
で
あ
る
が
、
報

奨
金
や
損
害
保
険
な
ど
の
保

険
料
、
賠
償
金
な
ど
も
含
ま

れ
ま
す
。

◇
繰
出
金

一
般
会
計
と
特
別
会
計
ま
た

は
、
特
別
会
計
相
互
間
に
お

い
て
支
出
さ
れ
る
経
費
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。
ま
た
、
基

金
に
対
す
る
支
出
の
う
ち
、

定
額
の
資
金
を
運
用
す
る
も

の
も
含
ま
れ
ま
す
。

◇
予
備
費

予
算
外
の
支
出
ま
た
は
予
算

超
過
の
支
出
に
充
て
る
た

め
、
使
途
を
特
定
し
な
い
で

予
算
に
計
上
す
る
目
的
外
予

算
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
義
務
的
経
費

地
方
公
共
団
体
の
歳
出
の
う

ち
、
任
意
に
削
減
で
き
な
い

経
費
の
こ
と
で
、
職
員
の
給

与
等
の
人
件
費
、
生
活
保
護

費
等
の
扶
助
費
お
よ
び
地
方

債
の
元
利
償
還
金
な
ど
の
公

債
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

◇
任
意
的
経
費

義
務
的
経
費
以
外
の
経
費
の

こ
と
で
、
任
意
で
支
出
で
き

る
経
費
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

（単位：千円）

※３月末の人口6，361人で算出

446,471
●一人当たりの総額

円

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

そ の 他

8,775円
80,766円

105,676円
38,183円
37,620円

1,846円
64,768円
36,642円
48,477円
23,508円

211円

（対前年比　235,312円の減）

前年度と
の比較％歳 出 内 訳

議 会 費

総 務 費

民 生 費

衛 生 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

公 債 費

予 備 費

内 容

合 計 2,840,000 ▲35.3

55,819

513,753

672,206

242,879

239,298

11,741

411,990

233,081

308,361

149,532

1,340

2.6

▲67.7

▲6.0

▲1.8

▲10.0

▲4.6

0.6

▲65.8

5.5

29.8

▲78.5

議会に係る費用

主に窓口、税務、選挙事務に係る費用

主に保育、社会福祉に係る費用

主に健康予防、ごみ対策に係る費用

主に農業、漁業の振興に係る費用

主に商業、観光に係る費用

主に道路整備、公園整備に係る費用

主に消防、防災に係る費用

主に小・中学校、幼稚園に係る費用

主に町の借入金返済に係る費用

■議会費　2.0%

■総務費
18.1%

■総務費
18.1%

■民生費
23.7%

■民生費
23.7%

■農林水産業費　8.4%
■衛生費　8.5%

■商工費　0.4%

■土木費
14.5%

■土木費
14.5%

■消防費
8.2%

■消防費
8.2%

■教育費
10.9%

■教育費
10.9%

■公債費　5.2%
■予備費　0.1%

町民一人当たりの歳出予算額 歳出性質別内訳

■人件費
　596,856千円 21.0％
■扶助費
　222,398千円 7.8％
■公債費
　149,532千円 5.3％

968,786千円　34.1％
義務的経費

■普通建設費
　283,674千円 10.0％

■その他（予備費）
　1,340千円 0.0％

■繰出金
　491,886千円 17.3％

■積立金
　16,577千円 0.6％

■貸付金
　2,400千円 0.1％

■補助費
　390,836千円 13.8％

■維持補修費
　11,937千円 0.4％

■物件費
　672,564千円 23.7％

1,871,214千円 65.9％
任意的経費

一般会計歳出予算の状況
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木曽岬町総合計画に基づく予算配分

安全・安心な生活の場づくり

 108,345千円 ■常備消防費等消防関係事業
 128,853千円 ■災害対策費
 983千円 ■交通安全対策費
 8,429千円 ■防犯対策費

 502千円 ■家庭用新エネルギー等普及支援事業
 36,435千円 ■一般ごみ収集事業
 8,337千円 ■資源ごみ収集事業
 89,850千円 ■桑名広域清掃事業組合負担金（建設費及び管理費）
 924千円 ■公害対策費
 5,323千円 ■火葬場運営事業

 12,400千円 ■予防費
 1,550千円 ■不妊治療助成事業
 3,839千円 ■健康増進事業
 6,914千円 ■がん検診事業
 9,950千円 ■海南病院施設整備補助金

 23,160千円 ■社会福祉協議会補助金
 92,160千円 ■保育所費
 5,226千円 ■学童保育費
 432千円 ■広域連携ファミリーサポート事業
 86,154千円 ■児童手当・子ども手当事業
 17,838千円 ■子ども医療費助成
 2,132千円 ■一人親家庭医療費助成
 490千円 ■すこやか赤ちゃん出産祝金
 1,880千円 ■ひとり暮らし老人緊急通報システム事業
 3,480千円 ■敬老会事業
 78,425千円 ■介護保険特別会計繰出金
 36,654千円 ■障がい者福祉費
 78,713千円 ■障害者自立支援給付費
 4,327千円 ■地域生活支援事業

 49,184千円 ■国民健康保険特別会計繰出金
 76,909千円 ■後期高齢者医療特別会計繰出金

 28,692千円 ■幼稚園費
 50,505千円 ■小学校費
 36,378千円 ■中学校費
 52,221千円 ■学校給食費

 7,653千円 ■公民館費
 400千円 ■きそさきAZクラブ補助金
 3,370千円 ■町体育協会補助金
 1,550千円 ■スポーツ少年団補助金
 1,000千円 ■美し国三重駅伝運営委員会
 1,315千円 ■文化協会補助金
 830千円 ■青少年育成町民会議補助金

 13,938千円 ■木曽岬干拓事業推進費
 9,803千円 ■都市公園維持管理事業
 4,547千円 ■桜並木維持管理事業
 21,505千円 ■県営地域用水環境整備事業負担金

 76,378千円 ■道路橋梁維持費
 76,546千円 ■道路新設改良費
 39,887千円 ■自主運行バス運行事業

 221,000千円 ■公共下水道事業特別会計繰出金
 66,000千円 ■農業集落排水事業特別会計繰出金

 47,046千円 ■湛水防除事業
 9,497千円 ■需給調整推進対策事業費
 570千円 ■園芸作物振興補助金
 1,193千円 ■水産業振興費
 4,430千円 ■商工会運営補助金
 2,050千円 ■観光協会補助金
 3,800千円 ■ふれあい広場実行委員会補助金

 3,414千円 ■区長会関係費
 4,500千円 ■地域まちづくり推進事業
 22,653千円 ■まち・ひと・しごと創生事業費

 486千円 ■人権教育研究協議会補助金
 10,808千円 ■人権啓発事業

 65,078千円 ■高度情報処理対策費
 4,500千円 ■町制記念事業費

安全な生活環境

暮らしを支える生活基盤づくり
市街地環境整備

生 涯 学 習

福 祉

社 会 保 障

環 境 共 生

自立した地域と行政のまちづくり
地域自治・協働

人権尊重・共生

行 財 政 運 営

交 通

上 下 水 道

産 業

いきいきとした暮らしづくり
健 康

豊かな心を育む人づくり
教 育

平成30年度の主要事業について

特集 平成30年度の当初予算がきまりました
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わたしたちの

201820182018

伸びゆく木曽岬町の
第31回産業文化祭  第26回福祉健康フェスタ

　3月18日（日）に「伸びゆく木曽岬町のふれあい
広場2018」が役場前駐車場や福祉・教育センタ
ーにて開催されました。
　このイベントは町の産業および文化を紹介する
とともに、地域福祉への理解と普及を図ることを
目的としており、木曽岬町の特産品であるトマト、
海苔、観葉植物などの販売をはじめとした町内の
各団体に加え、長野県木祖村など町外か
らの出店もあり会場は多くの人で賑
わいました。またステージでは町
内の各団体による発表やなわと
びパフォーマンス、ラストには
「土佐兄弟」と「厚切りジェイソ
ン」のライブで会場は大いに盛り
上がりました。
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　4月1日（日）に鍋田川いこいパークにおいて、
観光協会主催による第30回木曽岬町さくらまつ
りが開催されました。
　今年はソメイヨシノの開花が早く、会場でもた
くさんのソメイヨシノが咲き誇り、太鼓演奏や踊
りなどのステージのほか、焼きそばや串カツなど
の出店や桜のぬり絵、豪華賞品が当たる抽選会な
どの催しで会場は賑わいました。

木曽岬町

さくらまつりさくらまつり
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新たな希望を胸に！　小・中学校入学式新たな希望を胸に！　小・中学校入学式

わくわくドキドキの入園式！わくわくドキドキの入園式！

　4月6日（金）に木曽岬小学校・木曽岬中学校で入学式が行われました。小学校43名、中学校57
名の新入生が新たな希望を胸に、それぞれの学校生活の第一歩を踏み出しました。

　小学校では、新入生が6年生のお兄さんお姉さんに
手を引かれ、初々しくも満面の笑顔で入場する姿が見
られました。校長先生からは、「安全に気を付けて学
校生活を過ごすこと」「自分からしっかりとあいさつ
をすること」「先生や友だちのお話をよく聞くこと」
の3つのお話があり、子どもたちは真剣な眼差しで聞
いていました。
　最後は、お兄さんお姉さんからのお祝いの言葉と、
校歌がプレゼントされ、心温まる入学式となりました。

　4月9日（月）に新設木曽岬幼稚園保育園で入園式が
行われました。記念すべき新たなスタート切ったこの
日は、たくさんの保護者の方や地域の来賓の皆様に見
守られ、初めての集団生活の第一歩を踏み出しました。
少し緊張気味の子どもたちでしたが、「みなさん、立
ちましょう」「お辞儀をしましょう」という先生の呼
びかけにきちんと反応している姿はとても可愛くもあ
り、頼もしくもありました。
　最後は担任の先生から一人一人の名前が呼ばれ、元
気いっぱいの返事が会場に響き渡り、園児も保護者の
方も笑顔いっぱいの入園式となりました。

　中学校では、真新しい制服に身を包んだ新1年生が
堂々と入場する姿が見られました。校長先生からは、
「新たな環境の中で、自分がさらに飛躍できる大きな
チャンスである」ことや教育ビジョンに関連付けて「自
主・自立」を達成するための4つの漢字が示されまし
た。「自分で考える（考）」「仲間を認める（認）」「健康
な心と体（健）」「夢を語る（夢）」というものでした。
子どもたちの引き締まった表情からは、中学校生活に
寄せる大きな期待感で満ち溢れていました。
　式後は、校内のあちらこちらで記念撮影をする姿が
あり、記念すべき1日を祝っていました。
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場 所 回収場所・回収時間

第4日曜日
午前7時（午前7時30分、午前8時）
～午前8時30分
（開始時間は地区により異なります。）

輪心乃里車庫内
月～金（祝日・年末年始を除く）
午前9時～午後5時
土・日（毎月第4日曜・年末年始を除く）
午前8時～正午
年末年始以外は、土・日が祝日の場合も
実施します。

地区別20ヶ所

輪心乃里

※

輪
心
乃
里
に
電
化
製
品
を
出
さ
れ
る
時

　

は
、
さ
く
ら
作
業
所
へ
連
絡
し
て
く
だ

　

さ
い
。（
☎
０
５
６
７
│
６
８
│
２
７
６
０
）

きそさき
INFORMATION

　
今
年
度
も
引
き
続
き
黒
宮
一
郎
氏
が

団
長
に
、
伊
藤
久
志
氏
が
副
団
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　
信
頼
さ
れ
る
町
の
消
防
団
と
し
て
、

今
年
度
も
尽
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
本
年
度
、
木
曽
岬
町
消
防
団
に
新
た

に
４
名
が
入
団
し
、
去
る
４
月
１
日

（
日
）に
規
律
訓
練
お
よ
び
教
養
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
今
後
の
消

防
団
活
動
の
基
礎
と
な
る
行
動
規
律
の

習
得
を
中
心
と
し
た
訓
練
を
、
長
島
木

曽
岬
分
署
の
武
藤
分
署
長
は
じ
め
７
名

の
署
員
指
導
の
も
と
、
緊
張
感
を
持
っ

て
真
剣
に
取
り
組
み
、
大
変
活
気
あ
ふ

れ
る
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

平
成
３０
年
度 

木
曽
岬
町
消
防
団
体
制

新新新 木
曽
岬
町
消
防
団
幹
部
の
紹
介

団　
　
　

長 

黒
宮 

一
郎
氏

副　

団　

長 

伊
藤 

久
志
氏

第
１
分
団
長 

服
部 

達
哉
氏

第
２
分
団
長 

森 

俊
晶
氏

第
３
分
団
長 

富
田 

大
介
氏

第
４
分
団
長 

浅
井 

耕
司
氏

第
５
分
団
長 

加
藤 

真
悟
氏

平
成
３０
年
度
新
入
団
員
の
紹
介

第 

１ 

分 

団 

奈
良 

賢
治
氏

第 

１ 

分 

団 

諸
戸 

貴
右
氏

第 

４ 

分 

団 

深
谷 

仁
志
氏

第 

４ 

分 

団 

伊
藤 

隼
人
氏

以
上
４
名

「
自
分
の
ま
ち
は
、自
分
で
守
る
。」

木
曽
岬
町
消
防
団
体
制

新
団
員
　
初
め
て
の
訓
練

　
平
成
２６
年
４
月
か
ら
家
庭
か
ら
排
出

さ
れ
る
電
化
製
品
全
般
は
資
源
ご
み
と

し
て
回
収
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
平
成
２９
年
度
は
約
１０
ｔ
が

回
収
さ
れ
、
町
に
お
い
て
再
商
品
化
事

業
者
に
引
き
渡
し
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
不
燃
ご
み
や
粗
大
ご
み
の
中
に

は
電
化
製
品
が
多
数
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

不
要
と
な
っ
た
電
化
製
品
は
資
源
ご
み

と
し
て
出
す
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
な
お
、
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
は
、

役
場
で
資
源
回
収
し
て
お
り
ま
す
。
住

民
課
ま
で
ご
持
参
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
廃
棄
す
る
際
は
必
ず

デ
ー
タ
を
消
去
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

●
出
し
か
た
の
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー

•
基
本
的
に
電
気
や
電
池
で
動
く
も
の

　
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

•
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
や
個
人

　
情
報
の
含
ま
れ
る
電
子
機
器
等
は
出

　
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

•
小
型
家
電
品
の
フ
レ
コ
ン
に
入
れ
て

　
く
だ
さ
い
。

　
（
粗
大
ご
み
シ
ー
ル
は
不
要
で
す
）

•
マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
ー
等
の
大
型
の

　
電
化
製
品
に
つ
い
て
は
、
フ
レ
コ
ン

　
に
入
れ
ず
に
付
近
に
置
い
て
く
だ
さ

　
い
。

•
電
池
や
燃
料
は
抜
い
て
か
ら
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。

•
付
属
品
は
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

●
資
源
ご
み
回
収
事
業

●
問
合
せ
先

　
役
場　
住
民
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
３

電
化
製
品
は

「
資
源
ご
み
」へ

出
し
ま
し
ょ
う

平成30年度　消防団規律訓練平成30年度　消防団規律訓練
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　　　　　　　　　　このたび、議会のご同意を
　　　　　　　　　いただき4月1日付けで副町
　　　　　　　　　長の職を拝命いたしました。
　　　　　　　　　　このような大役を仰せつか
　　　　　　　　　り、その職責の重さを痛感し
　　　　　　　　　ている次第でございます。
　職員在職中は皆さまのあたたかいご支援のもと
無我夢中に務めてまいりました。もとより微力で
はありますが、木曽岬町の一層の発展のために加
藤町長のもと、職員と思いをひとつにして誠心誠
意努める所存でありますので、これまで以上のご
指導とご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、ご
挨拶とさせていただきます。

　
去
る
３
月
１６
日（
金
）三
重
県
勤
労
者

福
祉
会
館
に
お
い
て
、
町
内
で
水
稲
等

土
地
利
用
型
農
業
を
さ
れ
て
い
る
古
村

紀
呂
美
さ
ん
（
有
限
会
社
木
曽
岬
農
業

セ
ン
タ
ー
）
が
、
新
た
に
農
村
女
性
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
認
定
証
を
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　
農
村
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
は
、
農

林
水
産
業
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
女
性
が
、
そ
の
働
き
に
見

合
っ
た
適
正
な
評
価
を
受
け
る
と
と
も

に
、
経
営
や
地
域
社
会
に
お
け
る
方
針

決
定
の
場
へ
の
参
画
を
促
進
す
る
た
め

の
環
境
づ
く
り
の
推
進
者
と
し
て
の
役

割
を
担
っ
て
も
ら
う
こ
と
と
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　
今
後
、
木
曽
岬
町
の
地
域
農
業
の
振

興
や
、
農
業
に
従
事
す
る
女
性
へ
の
良

き
相
談
役
と
し
て
ご
活
躍
を
期
待
し
ま

す
。

農
村
女
性
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
古
村
紀
呂
美

さ
ん
が
認
定
さ
れ
る

新たに農村女性アドバイザーに認定された古村紀呂美さん

新規採用職員の紹介

　皆様、はじめまして。山下大貴
と申します。本年度４月より、木
曽岬町役場住民課にて、勤務させ
ていただくことになりました。い
ち早く町民の皆様、町全体のお役
に立てるよう、努めてまいります。
　どうぞよろしくお願いいたしま
す。

住 民 課
山 下 大 貴

職員人事異動のお知らせ

ごあいさつ

【退　　職】（平成30年3月31日付）
　政務統括監兼総務政策課長
　　　　　　　　　　　　森　　清秀
　教育課長副参事　　　　西川　幸男

【異　　動】（平成30年4月1日付）
●課　長　級
　総務政策課長　　　　　伊藤　啓二（産業課長）
　産業課長　　　　　　　平松　孝浩（総務政策課長副参事）
　教育課長副参事　　　　伊藤　正典（建設課課長補佐）
●課長補佐級（新職のみ）
　教育課課長補佐　　　　黒田　和弘（住民課課長補佐）
　福祉健康課課長補佐　　神野美紀恵（総務政策課課長補佐）
●係長級以下（新職のみ） 
　総務政策課主幹　　　　武田みゆき（福祉健康課主幹）
　建設課係長　　　　　　伊藤　規生（産業課係長）　　
　産業課主任　　　　　　村瀬　孝幸（危機管理課主任）
　議会事務局主任　　　　伊藤　麻美（産業課主任）
　危機管理課　　　　　　寺尾　匡史（議会事務局）
　税務課　　　　　　　　近藤　　僚（住民課）
　住民課　　　　　　　　林　　加陽（教育課）
　産業課　　　　　　　　曽山　翔太（総務政策課）
　福祉健康課（地域包括支援センター）
　　　　　　　　　　　　松永　尚子

（木曽岬町社会福祉協議会から出向）

【新規採用】（平成30年4月1日付）
　住民課　　　　　　　　山下　大貴

＊（　）内は前所属
＊平成30年4月1日から中部幼稚園・保育園と南部幼稚園・保育園が
　統合し、「木曽岬町幼稚園・保育園」となりました。

副町長 森　清秀
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栄養教室（食生活改善推進員養成講座）の参加者募集！

平成30年度　木曽岬町食生活改善推進協議会からお知らせ

　桑名市・木曽岬町主催の栄養教室を受講された後、「木曽岬町食生活改善推進員」として
地域で食生活改善に向けて活動していただくことを目指しています。料理や健康づくりに興味の
ある方は一緒に活動しませんか?

●対　　象／木曽岬町在住の方　　●場　　所／桑名メディアライブ　２階
●申　　込／木曽岬町保健センター（☎68－6119）管理栄養士までお申込みください。
●参  加  費／5,000円（調理実習費、テキスト代）
　　　　　　※初回6月8日に徴収します。
　　　　　　　ご欠席、途中キャンセルされた場合でも返金できませんので、ご了承ください。
　　　　　　※申し込み者が10名以上の場合に開催させていただきます。

平成30年度　栄養教室予定表

回

1

2

3

4

5

6

7

実 施 日 時 間 内 容

6月  8日（金）

7月  6日（金）

9月  7日（金）

10月  5日（金）

11月  2日（金）

12月  7日（金）

1月11日（金）

開講式・食生活改善推進員とは
国民の健康状態・健康日本21
調理実習（肥満）
食育について
調理実習（子育て世代）
食品衛生と食環境保全
調理実習（高齢者）
自主献立（栄養価計算）
生活習慣病について
自主献立作成
身体活動・運動
自主献立作成
調理実習
反省会・地区組織活動について・修了証書授与

午前9時～午前10時
午前10時10分～正午
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～午後0時30分
午後1時～午後3時
午前10時～正午
午後1時～午後3時
午前10時～正午
午後1時～午後3時
午前9時30分～午後0時30分
午後1時～午後3時

配食弁当サービス

5月29日（火）
9月18日（火）
11月20日（火）
2月19日（火）

※

実 施 日

●対  象  者／木曽岬町在住70歳以上で一人住まいの方
●時　　間／午前11時30分～正午ごろ配達予定
●参  加  費／無　　料
●募集人数／先着25名
※9/18は保健センターにて会食の予定です。

●申込み先
　各実施日の10日前までに保健センター
　（☎68－6119）までお申し込みください。
　（定員になり次第締め切ります。）
　※不明な点がありましたら、木曽岬町保健セ
　　ンター　管理栄養士までお問い合わせくだ
　　さい。
　※都合により、実施日を変更する場合があり
　　ますので、ご了承ください。

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ト
マ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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都
市
計
画
法
第
１６
条
第
２
項
の
規
定

に
よ
る
「
木
曽
岬
町
に
お
け
る
地
区
計

画
の
案
に
関
す
る
手
続
条
例
」
に
基
づ

き
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

●
概
　
　
要

　
木
曽
岬
干
拓
地
の
都
市
的
土
地
利
用

　
が
段
階
的
に
開
始
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

　
工
業
系
の
用
途
を
目
標
に
地
区
計
画

　
を
策
定
す
る
も
の
で
す
。

●
縦
覧
期
間

　
５
月
１５
日（
火
）〜
５
月
２９
日（
火
）ま

　
で
の
執
務
時
間
内

●
縦
覧
場
所

　
木
曽
岬
町
役
場　
総
務
政
策
課

●
意
見
書
の
提
出

　
地
区
計
画（
案
）に
つ
い
て
、
意
見
の

　
あ
る
方
は
縦
覧
期
間
内
に
意
見
書
を

　
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
さ
る
３
月
２８
日（
水
）に
、
桑
名
地
区

交
通
安
全
協
会
の
事
務
局
長
の
清
水
義

博
氏
と
副
会
長
兼
女
性
部
会
長
の
水
谷

峰
子
氏
が
来
庁
さ
れ
、
新
入
学（
園
）児

童
に
対
す
る
交
通
安
全
お
祝
い
品
を
贈

呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
毎
年
、
桑
名
地
区
交
通
安
全
協
会
で

は
、
子
ど
も
の
交
通
安
全
意
識
の
高
揚

を
図
る
た
め
管
内
の
小
学
校
新
１
年

生
・
幼
稚
園
新
入
園
児
に
交
通
安
全
用

品
を
贈
呈
し
て
お
り
、
こ
の
度
目
録
と

交
通
安
全
用
品
を
い
た
だ
い
た
も
の
で

す
。

　
町
で
は
、
今
後
も
交
通
安
全
の
啓
発

活
動
を
よ
り
充
実
さ
せ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
不
慮
の
水
圧
変
動
等
に
よ
る
赤
水
の

発
生
を
防
止
し
、
き
れ
い
で
お
い
し
い

水
を
み
な
さ
ま
に
送
る
た
め
、
三
重
県

企
業
庁
播
磨
浄
水
場
か
ら
木
曽
岬
町
に

送
水
し
て
い
る
三
重
県
送
水
管
の
洗
管

作
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
作
業
を
す
る
時
間
帯
は
、
水

の
出
が
悪
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
限
り
水
道
の
使
用
を
控
え

て
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
●
日
　
　
時

　
５
月
１５
日（
火
）

　
午
後
１０
時
〜
翌
朝
５
時

　
【
予
備
日
５
月
１６
日（
水
）】

　
５
月
２１
日（
月
）

　
午
後
１０
時
〜
翌
朝
５
時

　
【
予
備
日
５
月
２２
日（
火
）】

　
●
問
合
せ
先

　
役
場　
建
設
課

　
☎
６
８
│
６
１
０
６

交
通
安
全
協
会
よ
り

〝
交
通
安
全
用
品
〞を

　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

木
曽
岬
干
拓
北
部
地
区

地
区
計
画（
案
）の
縦
覧

三
重
県
送
水
管
洗
管
作

業
の
お
知
ら
せ

●
趣　
　
旨

　
福
祉
・
介
護
職
場
の
人
材
不
足
を

　
改
善
す
る
た
め
、
離
職
者
の
方
を

　
対
象
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を

　
実
施
し
、
資
格
取
得
後
、
福
祉
・

　
介
護
職
場
に
就
労
す
る
こ
と
を
目

　
的
と
す
る
。

第
１
回　
介
護
職
員
初
任
者
研
修

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日（
火
）〜
５
月
２５
日（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
必
着
）

●
研
修
期
間

　
６
月
６
日（
水
）〜
８
月
３
日（
金
）

●
受
講
場
所

　
三
重
県
社
会
福
祉
会
館

　
（
津
市
桜
橋
２
│
１３１
）

●
応
募
要
件

　
三
重
県
に
住
民
登
録
し
て
い
る
離

　
職
者
で
、
概
ね
７０
歳
ま
で
の
方

●
募
集
定
員

　
３９
名

　
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

●
受  

講  

料

　
無
料
（
教
材
費
は
実
費
負
担
）

　
　
　
三
重
県
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
福
祉
研
修
人
材
部　
福
祉
人

　
　
　
材
課　
初
任
者
研
修
担
当

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
７
│
５
１
６
０

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
生
募
集

生活のミニ情報生活のミニ情報
申・問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

カ
レ
ン
ダ
ー

生
活
の
ミ
ニ
情
報

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

ト
マ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

警
察
署
コ
ー
ナ
ー



13 広報きそさき　2018.5.1

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
幕
開
け
を
高
校

生
た
ち
と
一
緒
に
盛
り
上
げ
ま
せ
ん

か
。
当
日
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
開

幕
を
宣
言
す
る
式
典
と
歓
迎
演
技
が
、

県
内
の
高
校
生
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日　
　
時

　
８
月
１
日（
水
）

　
午
前
１０
時
〜
正
午

　
（
入
場　
午
前
８
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
２０
分
）

●
場　
　
所

　
三
重
県
営
サ
ン
ア
リ
ー
ナ

　
（
伊
勢
市
朝
熊
町
字
鴨
谷
４３８３
│
４
）

●
募
集
人
数

　
８
０
０
人

●
応
募
方
法

　
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

　
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

※

１
人
１
回
限
り
、
一
度
に
申
し
込

　
め
る
人
数
は
４
人
ま
で
。

※

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り

　
ま
す
。
当
選
さ
れ
た
方
に
の
み
当

　
選
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

※

募
集
期
間

　
５
月
１
日（
火
）〜
５
月
３１
日（
木
）

①
郵
送

　
一
般
観
覧
者
募
集
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
、

　
ま
た
は
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用

　
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
左
記

　
ま
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
５
月
３１
日（
木
）
消
印
有
効
）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
大
会
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
（https://w

w
w
.koukousou

　

tai.com
/2018soutai/

）よ
り

　
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
５
月
３１
日（
木
）
午
後
５
時
１５
分

　
受
付
終
了
）

　
　
　
平
成
３０
年
度
全
国
高
等
学
校

　
　
　
総
合
体
育
大
会

　
　
　
三
重
県
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
〒
５１４
│
０００４　
津
市
栄
町

　
　
　
　
　
　
　
　
１
丁
目
８９１
番
地

　
　
　
三
重
県
吉
田
山
会
館
１
階

　
　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
８
２
３

　
こ
の
た
び
当
院
は
、
１
９
３
８
年

に
設
立
し
て
以
来
、
お
か
げ
さ
ま
で

創
立
８０
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
８０
周
年
の
記
念
行
事
と
し
て
７
月

２１
日（
土
）午
後
よ
り
、
地
域
の
方
々

に
病
院
を
み
て
い
た
だ
く
「
オ
ー
プ

ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
特
に
、
次
世
代
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
と
し
て
「
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
」
を
テ
ー
マ
に
つ
け
加
え
、
子

ど
も
た
ち
向
け
に
は
院
内
探
検
ツ
ア

ー
や
看
護
師
体
験
を
す
る
予
定
で
す
。

一
般
の
方
向
け
に
も
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
記
念
講
演
な
ど
を
計
画
中
で
す
。

　
詳
細
は
次
号
お
よ
び
、
病
院
広
報

誌
、
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
チ
ラ
シ

等
に
て
順
次
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　
　
海
南
病
院　
企
画
室

　
　
☎
０
５
６
７
│
６
５
│
２
５
１
１

　
巨
大
台
風
が
当
地
域
を
襲
っ
た
場

合
、
広
範
囲
か
つ
長
期
に
わ
た
る
浸

水
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
中
、
犠
牲

者
ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指
し
、
片
田
敏

孝
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
８
市
町
村
長
（
桑
名
市
、
木
曽

岬
町
、
海
津
市
、
弥
富
市
、
愛
西
市
、

津
島
市
、
蟹
江
町
、
飛
島
村
）
が
広

域
避
難
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

議
論
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ

い
。

第
３
回　
木
曽
三
川
下
流
部　
広
域

避
難
実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●
日　
　
時

　
６
月
９
日（
土
）

　
午
後
３
時
〜
午
後
５
時

　
（
午
後
２
時
開
場
）

●
会　
　
場

　
弥
富
市
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

　
（
弥
富
市
前
ケ
須
町
野
方
８０２
│
２０
）

　
入
場
無
料
・
事
前
申
し
込
み
不
要

　
１
チ
ー
ム
３
人
で
１
２
３
日
間
の

無
事
故
・
無
違
反
に
挑
戦
す
る
「
無

事
故
・
無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」

の
募
集
を
行
い
ま
す
。
達
成
チ
ー
ム

の
中
か
ら
抽
選
で
、
下
記
の
賞
品
が

当
た
り
ま
す
。

特
賞
、
１
等
、
２
等
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

賞
等
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券

（
そ
の
他
、
協
賛
物
品
に
よ
る
賞
品

も
あ
り
）

　
３
名
の
う
ち
、
６５
歳
以
上
の
方
を

２
名
以
上
含
ん
だ
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム

に
は
右
記
の
共
通
賞
品
と
は
別
に
、

抽
選
で
シ
ル
バ
ー
特
別
金
賞
、
シ
ル

バ
ー
特
別
銀
賞
、
シ
ル
バ
ー
特
別
銅

賞（
ト
ラ
ベ
ル
ギ
フ
ト
券
）が
当
た
り

ま
す
。

※

共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は
あ
り

　
ま
せ
ん
。

　
詳
細
は
、
市
役
所
町
役
場
交
通
安

全
担
当
窓
口
、
各
警
察
署
交
通
課
、

各
地
区
交
通
安
全
協
会
、
三
重
県
各

地
域
防
災
総
合
事
務
所
・
各
地
域
活

性
化
局
、
三
重
県
庁
８
階
く
ら
し
・

交
通
安
全
課
等
で
５
月
１
日
か
ら
配

布
の
チ
ラ
シ
・
申
込
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

●
募
集
期
間

　
５
月
１
日（
火
）〜
６
月
２９
日（
金
）

●
参  

加  

料

　
１
チ
ー
ム
３
千
円
（
一
人
千
円
）

　
　
三
重
県　
環
境
生
活
部

　
　
く
ら
し
・
交
通
安
全
課

　
　
☎
０
５
９
│
２
２
４
│
２
４
１
０

平
成
３０
年
度
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
「
総
合
開
会

式
」
一
般
観
覧
者
募
集

１
２
３
日
間
の

　

無
事
故
・
無
違
反
に

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
！

海
南
病
院
創
立
８０
周
年
記
念

―

無
事
故・無
違
反
チ
ャ
レ
ン
ジ

１
２
３
参
加
者
募
集―

問

問

７
月
２１
日（
土
）午
後
、

オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ
タ
ル
開
催

片
田
敏
孝
先
生
と
木
曽
三
川

下
流
部
の
８
市
町
村
長
が
集

結
し
、
大
規
模
水
害
時
の
犠

牲
者
ゼ
ロ
の
実
現
に
向
け
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

か
た

と
し
た
か

だ 80周年記念ロゴ→

郵・問

わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
の

Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

生
活
の
ミ
ニ
情
報

警
察
署
コ
ー
ナ
ー

教
育
委
員
会
だ
よ
り

ト
マ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
ズ
サ
ー
ク
ル

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
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教育委員会
☎68-1617

問合せ先

Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

き
そ
さ
き

教
育
委
員
会
だ
よ
り

カ
レ
ン
ダ
ー

こ
ん
に
ち
は

管
理
栄
養
士
で
す

生
活
の
ミ
ニ
情
報

子
育
て
サ
ロ
ン
よ
り

税
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

　4月2日（月）に木曽岬町の小・中学校へ新しく赴任した教職員の着
任式が行われました。まず教育委員会事務局から「木曽岬町の紹介」
や「町の学校教育の概要説明」などを行い、続いて着任された教職員
からは自己紹介とともに、木曽岬町での活躍を誓う抱負が述べられま
した。
　最後に転任者を代表して、小学校の池田校長より「木曽岬町が推進
する学校教育の充実に努め、地域とともに協働しながら子どもたちの
ためにがんばっていきます。」という挨拶がありました。木曽岬町の
教育に新しい風を吹き込み、よりよい教育活動の実現に向けて期待が
膨らむ着任式でした。

平成30年度木曽岬町転任者等着任式

木曽岬町民ホールオープニング記念イベント

愛工大名電高校吹奏楽部演奏会開催！！
　3月31日（土）、木曽岬町民ホール
にて、愛工大名電高校吹奏楽部をお招
きして演奏会を開催しました。当日は
多くの方に足を運んでいただき、満員
御礼となりました。
　伊藤先生（指揮者）により、曲紹介や
楽しいお話でスムーズに進行され、ク
ラシックやポップスなど子どもから大
人まで楽しめる曲を演奏していただき、
大いに盛り上がりました。

木曽岬中学校教頭
山本　太郎

木曽岬小学校校長
池田　祐一

〈木曽岬小学校〉
【退　職】　校長　小森　和彦
　　　　　　教諭　前川　尚仁
【転　出】　教諭　津田　裕介（日進小へ）
　　　　　　教諭　松原　志帆（いなべ市立

石榑小へ）

【転　入】　校長　池田　祐一（多度青葉小より）
　　　　　　教諭　船橋　浩司（精義小より）
　　　　　　教諭　伊藤　早希（城南小より）
　　　　　　教諭　伊藤　悠斗（新規採用）

〈木曽岬中学校〉
【退　職】　教諭　栗田　　惠
【転　出】　教頭　近藤　美穂（多度北小学校長へ）
　　　　　　教諭　加藤　雄馬（多度東小へ）
　　　　　　主幹　岡田　　健（多度中小

総括主幹へ）

【転　入】　教頭　山本　太郎（長島中教諭より）
　　　　　　教諭　竹岡　綾菜（四日市市立

常磐中より）

　　　　　　教諭　白井　尚貴（新規採用）
　　　　　　主査　篠田　千奈（桑部小より）
【再任用】　教諭　栗田　　惠

異動者
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　子どもたちの豊かな育ちには、学校・家庭・地域の連携が大切です。本年度、木曽岬町教育委員会では、
学校（園）教育基本方針に基づき「木曽岬町コミュニティ・スクール（CS）アクションプラン2018」を作成し、
幼稚園・保育園、小・中学校での取組へとつなげています。
　この「木曽岬町CSアクションプラン2018」は、3つのめざす子ども像に迫るために、学校・家庭・地
域のそれぞれの立場でできることを示した活動指標です。CSとして、地域ぐるみで子どもの育ちを支え
ていきたいと考えています。保護者・地域の皆様のお力添えをよろしくお願いします。5月号では、小学
校の取組について紹介します。

シリーズ 木曽岬町CSアクションプラン2018
～地域ぐるみで子どもを育てる取組をめざして②～

木曽岬町CSアクションプラン2018 小・中学校

木曽岬町教育委員会
（めざす子ども像） 学校での取組 子どもの取組 家庭での取組 地域との取組

1 学習に関する情報を発信
 する　
2 図書館の利活用や未来塾
 への参加を促す
3 学習に係る地域との協力
 ・連携を進める

1 魅力ある授業づくりに取
 り組む
2 家庭学習の充実を図る
3 補充学習を推進する

　1 学習に関する声かけを
 する
★2 家庭学習の環境（時間・
 場所）を整える
　3 学校との協力・連携を
 進める

　1 先生の話をよく聞き、
 しっかりと考える
★2 宿題は必ずやる
　3 わからないところはそ
 のままにしない

すすんで遊ぶ子

1 スマホ使用に関する情報
 を発信する　
2 スマホ・ゲームに係る学
 習会等への参加を促す
3 スマホ使用に係る地域と
 の協力・連携を進める

1 スマホ・ゲーム使用に関
 する実態を把握する
2 利用方法やルール、モラ
 ル意識を高める
3 家庭・地域への協力依頼
 をする

　1 スマホ使用に関する声
 かけをする　
★2 スマホやゲームの利用
 ルールを決める
　3 付帯機能の活用等によ
 り利用制限を促す

★1 決められたルールを守
 る
★2 他者への配慮や使用方
 法を尊重する　
　3 困ったことがあれば家
 族や学校へ相談する

スマホやゲームと
上手く付き合う子

1 読書に関する情報を発信
 する
2 読書に係る地域との協力
 ・連携を進める　
3 図書館との協働を進める

1 朝の読書活動の環境を整
 備する　
2 読書への興味関心を高め
 る
3 学校図書館や図書館の利
 活用を推進する

★1 読書に関する声かけを
 する
★2 読書の環境（時間・場
 所）を整える
★3 家族で図書館を利活用
 する

★1 朝の読書時間は静かに
 読書する
★2 読書を学習活動に生か
 す　
★3 学校図書室や図書館を
 利活用する

★印＝みえの学力向上県民運動　生活習慣・読書習慣チェックシート対応

“読書のチカラ”で子どもたちの健やかな成長を支える
　新しく図書館ができ、子どもたちをはじめ、保護者や地域
の皆様の読書への関心が高まってきています。今年度、木曽
岬小学校は、「木曽岬町CSアクションプラン2018」の取り
組みの一つに「読書を楽しむ子」を位置づけ、学校・家庭・
地域が連携した読書活動を推進していきたいと考えています。
　学校では、お話し会やブックトークを実施し、本のおもし
ろさに気づかせ、読書への関心を高める取り組みを進めます。
また、図書委員を中心に「年間読書数50冊以上」を目標に掲げ、
読書の啓発活動に取り組みます。これまでも年間100冊以上
読む子どもはいましたが、今年度は教育委員会が幼稚園・保
育園、小学校の子どもたち向けに作成する木曽岬町オリジナ
ルブックリスト『読書登山』を活用しながら、全児童が50冊
以上読むことを目標にし、さらなる読書推進を図っていきま
す。また、クラブ活動にも「読書クラブ」を作り、図書館と
も連携しながら楽しい活動ができるようにしていきます。
　これらの活動を支えるためには、ご家庭の協力が必要不可
欠になります。PTAとも協働し保護者にも目標読書数を決
めてもらい、年間を通して親子読書に取り組んでもらったり、

月に一度は図書館に通ってもらい本に親しんだりすることを
大切にしてもらえたらと思っています。PTA役員さんで取
り組んできました「トマッピー読書リレー」も引き続き実施
していく予定です。
　これらの活動を通して、年度末には学校アンケート等で取
り組みの結果を集約分析し、さらなる充実に向けて継続的に
取り組んでいきたいと考えています。

　読書は、心を豊かにし、世界を広げてくれます。本の力を
借りて、みなさんと一緒に子どもたちにパワーを注いでいき
ましょう。これからも小学校では読書活動を大切にし、保護
者や地域の皆様と連携し、心豊かな子どもの育成をめざして
いきます。

読書を楽しむ子
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　図書館がオープンしてはや4か月・・・図書館は日々
進化しています！
　入口を美しく飾る生け花は、ご自宅で育ててみえる花
木を使って活けていただき、利用者さんからも大変好評
をいただいています。
　窓際の学習スペースのイスには、かわいい座布団を作
っていただきました。なんとトマッピーのアップリケ付
きのパッチワーク座布団です。座布団を付けたことで学
習スペースの利用者が増えました！
　また新しい本がどんどん充実してきました。早く新着
本をみなさまの手に届けたく、サポーターのみなさまに
協力いただき、すぐに本棚に並べることができています。
木曽岬町立図書館は、町民のみなさまのこころが寄せら
れ心地良い場所となっています。今後も色んな方のお声

や手をお借りしたいと思っております。
　図書館サポーターを募集しています。皆様のお越しを
お待ちしています。

図書館サポーターさん大活躍！

　任期満了に伴い新たに選任された木曽岬町スポーツ推
進委員の方々に対し、山北教育長より委嘱状の交付式が
行われました。
　スポーツ推進委員の任期は平成30年度から2年間で、
この度、次の9名の方々に委嘱しました。町のスポーツ
推進のために様々な場面での活躍が期待されます。

【スポーツ推進委員】
　上段左から　　：伊藤隆之、坪田小夜子、橋本直美、
　　　　　　　　　石黒しのぶ、加藤和子、服部利夫
　下段中央左から：重留浩、山﨑信、中谷弘一（敬称略）

木曽岬町スポーツ推進委員に委嘱状を交付しました

　4月1日（日）の桜まつりに合わせて、スポーツ推進委員とNPO法人きそさ
きAZクラブの共催による“さくらウォーク in KISOSAKI 2018”が開催され
ました。
　今回は町内から84名の参加があり、町道鍋田川線の往復約9ｋｍにおよぶ
桜並木のコースを各々がノルディックポールを使ったり、自分のペースでウォ
ーキングしたりしました。
　スポーツ推進委員からはウォーキング、AZクラブからはノルディックウォ
ークの基礎動作と効果についてアドバイスを受け、参加者は心地よい汗をかき
ながら暖かい春のひと時を過ごしていました。

“さくらウォークinKISOSAKI 2018”開催！

パッチワーク座布団を「布恋人」の
みなさまに製作していただきました。
　伊藤　清乃 様　　井上　幸子 様
　水口　政美 様　　加藤みつ子 様
　　　　博子 様　　稲元　利子 様

お花サポーター
　白木　照美 様 作品

【4月1日（日）福祉・教育センター】
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大会結果報告

　3月10日（土）木曽岬町スポーツ少年団本部によるボ
ランティア活動が実施されました。スポーツ少年団本部
には現在4団体（ドッジボール・ミニバスケットボール・
柔道・空手）が加盟しており、スポーツ少年団の団員や
指導者・保護者など約100名が参加し、各団が普段練
習している場所付近を中心に町内各所の清掃活動を実施
しました。
　なお、スポーツ少年団では各団とも団員を随時募集し
ております。興味のある方は、お気軽に教育委員会まで
お尋ねください。

スポーツ少年団本部　ボランティア活動報告！

▼町内軟式野球大会　結果報告

神隠し

８－２ ８－１

３－13２－８

13－３１－８

Daytona

Daytona

神隠し

RABBITS

RABBITS

優　勝：ＲＡＢＢＩＴＳ
準優勝：Ｄａｙｔｏｎａ
第３位：神隠し

　4月1日（日）に木曽岬中学校を会場とし3チーム参加のもと「町内軟式野球大会」が開催されました。

　各チームとも日頃の練習の成果を遺憾なく発揮し、全力プレーで会場を沸かせていました。野球という

スポーツを通じて他のチームとの交流が図られ、楽しく健康的な時間を過ごすことができました。

　試合は総当り戦で行われ、好投・攻守を見せた「RABBITS」が見事、優勝しました。

　なお、試合結果は下記のとおりです。

ラビッツ
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ミーポ君

■桑名警察署　　☎（0594）24-0110
■木曽岬駐在所　☎65-3635警察署コーナー

教育関連施設開館日のお知らせ

体育館町 体育館シューズを持参の上、お越しください。

◎一般開放日
卓球、バドミントンなど、道具の貸し出しを行っています。
自由に使用できます。

◎軽スポーツ教室
スポーツ推進委員による軽スポーツ教室を行ないます。
ソフトバレーボールやファミリーバドミントンなどを実施して
いますのでぜひ体育館へお越しください。
13日㈰　午後1時～午後4時

13日㈰　午前9時～午後4時　　27日㈰　午前9時～正午

部公民館北化資料館文
◎開館日
　毎週日曜日
　午前9時～午後4時

図書館町
◎開館日　火～木　　　午前10時～午後6時
　　　　　金　　　　　正午～午後8時
　　　　　土・日・祝　午前9時～午後5時

◎郷土文化交流スペース〔展示予定〕
　•ボラ倶楽部によるプラモデル展示

◎開館日
　火～日（祝日を除く）
　午前8時30分～午後5時

悪質商法に注意！

様々な手口を紹介 ～被害にあわないために～

自転車を安全に利用しよう！ 登山計画書の提出を！
『自転車安全５則』

◆利殖勧誘事犯
　オリンピック関連事業、震災復興事業、再生エネルギー事
　業などへ出資するファンドや関連企業の未公開株取引を装
　った上で「元本保証」「高配当確実」「絶対に儲かる」「貴
　方だけは特別」などとあおって多額の出資金をだまし取る
　事犯です。
◆霊感商法
　開運ブレスレット等の購入者に電話などで悩みを相談させ
　「邪念がついている」「このままだと不幸になる」などと不
　安をあおり、災厄を免れる効果があるとして、高額で水晶
　や印鑑を売りつけたり、祈祷料などを要求したりする商法
　です。

１　自転車は、車道が原則、歩道は例外
２　車道は左側を通行
３　歩道は歩行者優先で、車道よりを徐行
４　安全ルールを守る
　　※飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
　　※夜間はライトを点灯
　　※交差点での信号遵守と一時停止・安全確認
５　子どもはヘルメット着用

　登山の季節がやってきました。
　山岳遭難を防ぐためには、無理な計画を立てないこと
はもちろんのこと、天候を見極めて、実施、延期、中止
の判断をしましょう。
　また、万が一に備え、登山計画書（届）を管轄する警
察署に提出するとともに、家族、勤務先等に渡しておき
ましょう。
　なお、登山計画書（届）の作成例は、三重県警察ホー
ムページからダウンロードできます。

◆点検商法
　住宅や屋根瓦、配管等の無料点検を装って家庭に訪問し、
　「柱にヒビが入り、このままでは家が倒れる」「配管が錆び、
　この水を飲んだら病気になる」などとウソを言い、全く必
　要のない工事をしたり、浄水器等を売りつけたりする商法
　です。
◆押し付け商法
　家に上がり込んで長時間居座ったり、「買うまで帰らない」
　などと大声で脅かしたりして高額な羽毛布団や消火器、果
　物などを無理やり売りつける商法です。
◆催眠商法（SF商法）
　日用雑貨品を格安で販売するなどとウソの宣伝をして民家
　や仮設店舗に客を集め、雑貨品を無料で配った後に、高額
　の健康器具や健康食品などを売りつける商法です。

町内3月の交通事故
●件数／11件（39件）●死者数／0人（1人）●負傷者数／1人（7人）

（　　）…平成30年累計

被害防止のポイント

うまい話を信用しない！う
そうだんする！そ
つられて返事をしない！すぐに契約しない！つ
きっぱり！はっきり！断る！き

～悪徳業者はう・そ・つ・き～
●警察安全相談電話 「＃9110」 「059-224-9110」

●桑名警察署 「0594-24-0110」
●消費者ホットライン 「188」

（平日の午前9時～午後5時まで）

（県・市町村の消費者センターなどを案内）

『不安を感じたとき、被害にあったときの相談窓口』
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こんに ちは保健師です
◆保健師／☎68-6104・☎68-6119

健康寿命を延ばすために、動ける、歩ける体を維持していくことが大切です。
健康のために運動できる場所を探している方へ、一つご紹介します。

それは『スクエアステップエクササイズ』です。

　「スマイルステップ」というボランティアグループが活躍しています。
　「スマイルステップ」とは、スクエアステップエクササイズという運動を通して、健康づくりや生きが
いづくりをしていこうと、活動しているスクエアステップ経験者のグループです。
　自主的に集まって皆さんで楽しもうと、活動の場を広げています。
　興味のある方は、下記の日程で実施していますので、気軽に参加（見学）してください。
　一人で来られても大丈夫です。年齢も性別も問いません。体調管理についてはご自身でお願いします。
必ず水分補給は行いますので、持ってきてください。

年間通じて実施しています。

予定表は参加時または福祉健康課にてお渡ししています。

お問い合わせは、福祉健康課　保健師（６８－６１０４）まで

スクエアステップエクササイズとは、

さわやか体操自主サークル

●内　　容／ビデオの見本を見ながらイスや棒を使った運動、スクエアステップなど
●場　　所／木曽岬町福祉・教育センター　集会室
●時　　間／午後1時30分～3時
●次回予定／5月8日（火）、5月25日（金）、6月12日（火）、6月22日（金）、以降月2回実施

スマイルステップ

●内　　容／スクエアステップ

場 所

時 間

基本実施日

次 回 予 定

第１金曜日 第３木曜日

午前10時～11時

北 部 公 民 館

5月17日㈭、6月21日㈭、7月19日㈭、
8月16日㈭　9月以降も続きます

6月1日㈮、7月6日㈮、8月3日㈮、
9月7日㈮　10月以降も続きます

と ま り 木

　NPO法人きそさきAZクラブの実施
する中にも「スクエアステップ教室」が
あります。こちらは認定指導者の講師
の先生の指導が受けられます。

４×１０のマスが書かれた緑色のマットの上を様々なパターンを覚えて
マスを踏んでいく運動です。

〈スクエアステップをおすすめるポイント！〉
•転倒予防の効果が高いです。
•体と同時に頭の体操にもなります。
•取り組みやすく簡単で、「できた！」という達成感が得られます。
•パターンがとてもたくさんあるので、飽きずに挑戦したくなります。
•子どもから高齢者までどなたでも楽しめる運動です。

参加できる時に来てください。
出欠の連絡はいりません。
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　木曽岬町子育て支援センターでは、幼稚園・保育園にまだ通
っていない１歳以上のお子様の親子を対象に、親子で一緒に遊
んだり、子ども同士、親同士が触れ合ったりして、親子の交流の
場として、トマッピーキッズサークルを開いています。
　開催場所は、木曽岬町立木曽岬幼稚園・木曽岬保育園（旧木
曽岬町立中部幼稚園・保育園）です。

●対　　象／１歳～幼稚園・保育園入園前のお子様
●開  催  日／下記予定表のとおり
●時　　間／午前9時30分～11時30分
●場　　所／木曽岬町立木曽岬幼稚園・木曽岬保育園
　　　　　　（旧木曽岬町立中部幼稚園・保育園）
●申　　込／木曽岬幼稚園・木曽岬保育園、または子育てサロンに
　　　　　　申込んでください。（途中申込みも可）
　　　　　　※申込用紙は、木曽岬幼稚園・木曽岬保育園、子育て
　　　　　　　サロンに置いてあります。
　　　　　　　木曽岬幼稚園・木曽岬保育園
　　　　　　　☎68－5718　FAX68－5719
　　　　　　　子育てサロン（木曽岬町役場　保健センター内）
　　　　　　　☎68－6119　FAX40－9029

ご不明な点がございましたら、子育て支援センター（☎68-6119）までお問い合わせください。

はじまるよ！！はじまるよ！！

※内容など変更する場合がありますのでご了承ください。
※必ず、大人の方と一緒に参加してください。
※お子さまは、汚れてもいい服装で、保護者の方は動きやすい服装でおこしください。

月
5月
6月
7月

8月
9月
10月

11月
12月
1月
2月

日
15日（火）
19日（火）
6日（金）
17日（火）
21日（火）
18日（火）
6日（土）
16日（火）
20日（火）
18日（火）
15日（火）
19日（火）

内　　容
はじめましての会
砂あそびをしよう
夕涼み会に参加しよう
水あそびをしよう
水あそびをしよう
室内、園庭で遊ぼう
運動会に参加しよう
室内、園庭であそぼう
室内、園庭であそぼう
室内、園庭であそぼう
室内、園庭であそぼう
園内めぐり、給食試食会

備考（持ち物、その他）
水筒、着替え、帽子
タオル、水筒、着替え、帽子

水着、タオル、水筒、着替え
水着、タオル、水筒、着替え
水筒、着替え、帽子

水筒、着替え、帽子
水筒、着替え、帽子
水筒、着替え、帽子、防寒具
水筒、着替え、帽子、防寒具
お茶、箸（フォーク）、座布団、スリッパ

トマッピーキッズサークル予定表トマッピーキッズサークル予定表

●利用できる日／月曜日の午前・午後、火曜日～金曜日の午前
●５月の子育てサロンのお休み
　　　　　　　／５月11日㈮、21日㈪午後、土・日曜日および祝日

子育てサロン

サ
ロ
ン
の
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ス
会
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色々な
運動遊びに
挑戦
できます

歯にやさし
い

おやつ作り
も

あるよ
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中部国際空港よりお知らせ

●電話／0569－38－7860（直通）（午前9時～午後6時）
●ＦＡＸ／0569－38－7859
※時間外は留守番電話にて対応します。

航空機騒音については
航空機騒音・テレビ電波障害相談室をご利用ください。

※ごみ減量にご協力をお願いします。（資源ごみ、廃品回収をご利用ください。）
※生ごみなど水分の多いものは、水切りを十分に行ってください。
※プラスチック製容器包装は分別して専用のごみ袋に入れてください。

新加路戸・上加路戸・中加路
戸・大新田・外平喜・近江島・
西対海地・田代・脇付・雁ヶ地・
福崎・上見入・東見入・下見入・
辰高・上和泉・下和泉・中和泉・
小和泉・小林・栄・中栄・第
２栄

富田子・新富田子・東富田子・
豊崎・川先・藤里台・西白鷺川・
白鷺・源緑・下藤里・上藤里・
松永・南栄・かおるヶ丘・な
ぎさ台

Ａ 地 区

対象地区

可燃ごみ

不燃ごみ

粗大ごみ

資源ごみ

プラスチック製
容器包装

Ｂ 地 区

毎週月・木曜日
  3日・  7日・10日・14日・17日
21日・24日・28日・31日

毎週火・金曜日
  1日・  4日・  8日・11日・15日
18日・22日・25日・29日

毎月第１・第３水曜日
2日・16日

毎月第２水曜日
9日

毎月第４水曜日
23日

毎週水曜日
2日・9日・16日・23日・30日

家庭ごみ収集におけるお願い

毎月第４日曜日 27日

※収集日程については行事・健康カレンダーをご確認ください。
家庭ごみ、資源ごみ収集日程

●町のホームページ
　http://www.town.kisosaki.lg.jp/

8 ㊋•もぐもぐ教室 保健センター 午前9時45分～午前10時

10㊍•すくすくひろば 保健センター 午前10時～午前10時30分

14㊊•音楽療法 福祉・教育センター 午前10時30分～午前11時30分

25㊎•心配ごと相談・行政相談・人権相談 福祉・教育センター 午前9時～午前11時30分

月カレンダー5
主 な 行 事 備 考場 所 時 間

15㊋•トマッピーキッズサークル 木曽岬幼稚園・保育園 午前9時30分～午前10時30分

16㊌•転倒予防教室 保健センター 午後1時30分～午後3時

23㊌•リハビリ教室 保健センター 午後3時15分～午後4時15分

27日•日曜役場 役場　住民課・税務課 午前8時30分～午後5時 収納・証明業務

13日•パパママ教室 保健センター 午前9時45分～午前10時

17㊍
•歯っぴい指導室
•北勢地域若者サポートステーション

出張相談in木曽岬

保健センター
福祉・教育センター 要予約

☎059-359-7280

午後1時30分～午後2時30分
午前9時30分～午前11時30分

9 ㊌
•献血 湾岸さくらクリニック前

駐車場
保健センター

午後1時30分～午後2時30分

午後3時15分～午後4時30分

福祉健康課 68－6104
住 民 課 68－6103
税 務 課 68－6102
危機管理課 68－6101
総務政策課 68－6100

保健センター 68－6119
町立図書館 40－9010

教育委員会 68－1617
議会事務局 68－6108
会 計 課 68－6107

68－6106建 設 課

産 業 課 68－6105

夜間・休日電話 市外局番　0567－40－9008
平日夜間 午後5：15～翌日 午前8：30／土・日・祝日・年末年始

2 ㊌•幼稚園・保育園　子どもの日の集い•転倒予防教室
木曽岬幼稚園・保育園
保健センター 午後1時30分～午後3時

18㊎•チャイルドケア講座・交流会•育児相談（予約制）
保健センター
保健センター

午前10時30分～正午
午後1時30分～午後3時

5月の納付
●固定資産税（5/1納期限） ……………… 第１期分
●軽自動車税（5/31納期限） ……………… 全期分
●介護保険料（5/31納期限） …………… 第１期分
●水道料金・下水道使用料 （5/1納期限） … Ａ地区
 （5/31納期限） … Ｂ地区
●幼稚園授業料（5/28納期限） …………… ５月分
●保育園保育料（5/28納期限） …………… ５月分
口座振替の方は振替不能とならないよう通帳の残高をお確かめください。

納付を
お忘れなく

！
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